
あ
ん

ぱ
ち
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会

だ
よ

り
　

発
行

責
任

者
：

議
長

　
山

中
美

惠
子

　
編

集
：

議
会

だ
よ

り
編

集
委

員
会

　
〒

503-0198 岐
阜

県
安

八
郡

安
八

町
氷

取
161

「
あ

ん
ぱ

ち
 議

会
だ

よ
り

」
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

本
誌

に
個

人
の

顔
写

真
・

氏
名

な
ど

を
掲

載
す

る
場

合
に

は
あ

ら
か

じ
め

本
人

ま
た

は
保

護
者

か
ら

の
了

解
を

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
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一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
を
認
定

平
成
29
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
８
日
か
ら
21
日

ま
で
の
14
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
教
育
委
員
の
任
命
同
意
、
長
良
川

株
式
会
社
に
対
す
る
土
地
（
ゴ
ル
フ
場
）
の
明
渡
し
を

求
め
る
訴
え
の
提
起
、
空
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る

条
例
制
定
、
個
人
情
報
保
護
条
例
等
の
一
部
改
正
、
一

般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
、
工
事
請
負
契
約
の
締

結
、
ま
た
平
成
28
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算

認
定
な
ど
17
議
案
が
提
案
さ
れ
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

訴
え
の
提
起
、
条
例
関
係
、
補
正
予
算
、
決
算
認
定

は
、
常
任
委
員
会
と
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査

の
上
、
最
終
日
に
原
案
ど
お
り
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

公
共
下
水
道
根
幹
的
施
設
の
建
設
工
事
委
託
協
定
、

工
事
請
負
契
約
を
締
結

　

安
八
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
（
電
気
工
事
）
を

２
億
３
３
０
０
万
円
で
、
日
本
下
水
道
事
業
団
へ
委
託

す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
ま
た
、
結
小
学
校
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
に
６
１
９
９
万
２
千
円
、
水
道
事

務
所
内
の
水
道
管
理
棟
兼
配
水
ポ
ン
プ
場
新
設
工
事
に

３
億
２
４
０
万
円
で
、
請
負
契
約
の
締
結
を
可
決
し
ま

し
た
。

意
見
書
を
可
決
、
提
出
へ

最
終
日
に
は
、
道
路
整
備
事
業
に
係
る
補
助
率
等
の

嵩か
さ

上
げ
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
が
議
員
か
ら
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
の
上
、
可
決
し
衆
議
院
・
参
議

院
両
議
長
ほ
か
関
係
大
臣
へ
送
付
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
の
再
任
を
同
意

岡
田
富
雄
教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
つ
き
、
同
氏
を

再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　

　
　
　
　
　

昭
和
27
年
９
月
４
日
生

　
　
　
　
　

東
結
１
２
８
番
地

岡
おか

田
だ

 富
とみ

雄
お

 氏

定 例 会

   

・
平
成
28
年
度
決
算
を
認
定

【
平
成
29
年
度
予
算
】

   

・
結
小
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

   

・
水
道
事
務
所
新
設
工
事

9月8日～21日

安八スマートインターチェンジ建設工事始まる（H29.3.25 現在）安八水害から４０年「防災シンポジウム」（H28.9.12） 全国レクリエーション大会 in 岐阜（H28.9.23）

平成２８年度決  算を振り返って
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平成２８年度決算の概要

会計 歳入（収入） 歳出（支出） 差引額

一般会計 	 65億 7083万円 	 62億	4661万円 	 3億	2422万円

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 	 19億	1913万円 	 18億	4037万円 7876万円

後期高齢者医療特別会計 	 1億	5145万円 	 1億	4726万円 419万円

水道事業会計 	 1億	9087万円 	 1億	6751万円
（減価償却費を含む） 2336万円

公共下水道事業特別会計 	 8億	1702万円 	 8億	48万円 1654万円

計 	 96億	4930万円 	 92億	223万円 	 4億	4707万円

　

税
金
を
使
う
と
い
う
意
識
を

　
　
　
　
　
　
　

安
八
町
監
査
委
員        

清き
よ
し　

伸し
ん

二じ

　
　
　
　
　
　
　

安
八
町
監
査
委
員        

安や
す

井い   

忠ま
こ
と　

　
　
　
　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
決
算
、
な
ら
び

　
　
　

に
財
産
に
関
す
る
調
書
等
を
、
８
月
28
日
・
29
日
の
２
日
間

　
　
　

に
わ
た
り
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
適
正

　
　
　

か
つ
正
確
に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
ま
す
。
審
査
を

　
　
　

終
え
、
以
下
の
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

①
お
金
の
使
い
道
に
、
も
っ
と
シ
ビ
ア
に
な
っ
て
い
た

　
だ
き
た
い
。
町
民
の
税
金
を
使
う
と
い
う
意
識
を
持
っ

　
て
支
出
も
厳
正
に
さ
れ
た
い
。

②
公
務
員
と
し
て
の
自
覚
は
、
全
町
民
に
公
平
で
あ
る

　
べ
き
で
あ
り
、
基
本
的
な
態
度
「
悪
は
許
さ
な
い
」　

　
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
、
行
政
に
の
ぞ
ん
で
い
た
だ

　
き
た
い
。

③
予
算
規
模
が
一
度
膨
ら
む
と
、
削
減
は
非
常
に
難
し

　
い
が
、
税
収
が
伸
び
な
い
現
状
に
お
い
て
、
そ
れ
を

　
踏
ま
え
、
さ
ら
に
努
め
ら
れ
た
い
。

④
平
成
28
年
度
財
政
健
全
化
判
断
比
率
を
含
め
、
財
政

　
関
係
指
標
に
つ
い
て
も
審
査
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

　
現
状
で
は
健
全
な
範
囲
で
す
が
、
弾
力
性
あ
る
財
政

　
と
は
言
い
難
い
も
の
で
す
。
よ
り
一
層
の
改
善
を
求

　
め
ま
す
。

登龍中学校第九合唱２０周年記念（H28.11.5）

決
算
審
査
報
告
・
意
見

安八水害から４０年「防災シンポジウム」（H28.9.12）

平成２８年度決  算を振り返って
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議
会
改
革

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

●
ス
マ
ー
ト
IC
建
設
事
業　
　
　

２
３
３
７
万
円
減

●
都
市
計
画
整
備
道
路
改
良
事
業　

１
３
０
０
万
円

平
成
28
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

※
審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
承
認
し

　

ま
し
た
。

主

な

審

査

項

目

主
な
質
問
と
回
答

主

な

協

議

項

目

　

６
月
議
会
開
会
中
の
委
員
会
で
検
討
課
題
に
あ
が
っ

た
、
今
後
の
「
議
会
報
告
会
」
の
進
め
方
・
あ
り
方
を

協
議
し
ま
し
た
。

　

近
隣
市
町
村
で
、
議
会
報
告
会
を
開
催
し
て
い
る
議

会
の
取
組
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
検
討
を
行
い
ま

し
た
。

　

参
考
に
し
た
議
会
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
報
告
会

を
校
区
ご
と
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
参
加
人
数
の

減
少
等
に
よ
り
、
昨
年
度
か
ら
会
場
を
一
つ
に
し
た
開

催
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
議
会
と
し
て
は
、
今
後
も
行
き
届
い
た
報
告
会
と

な
る
よ
う
引
き
続
き
、
結
・
名
森
・
牧
地
区
で
開
催
し
、

ま
た
、
報
告
内
容
も
議
会
で
の
活
動
報
告
を
中
心
に
、

若
い
人
た
ち
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
魅

力
の
あ
る
内
容
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
懸
案
事
項
と
な
っ
て
い
る
「
委
員
会
傍
聴
」

に
つ
い
て
は
、
実
施
を
前
提
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

特
別
委
員
会
審
査
報
告

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

　
チ
ェ
ン
ジ
建
設
促
進

【
安
八
ス
マ
ー
ト
IC
の
開
通
式
典
等
】

Ｑ
　
来
年
３
月
に
は
安
八
ス
マ
ー
ト
IC
が
完

成
し
、
開
通
式
典
等
が
行
わ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
当
町
に
お
い
て
、
そ
れ
に
関

連
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
催
し
物
の
計
画
は
？

建
設
課
長
兼
Ｓ
Ｉ
Ｃ
建
設
推
進
室
長　

現
在
、

ネ
ク
ス
コ
に
町
の
要
望
と
し
て
、
３
月
上
旬

完
成
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
供
用
開
始
が

い
つ
に
な
る
の
か
は
、
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
。
３
月
上
旬
に
開
催
さ
れ
る
町
の
イ
ベ

ン
ト
と
絡
め
た
い
と
考
え
て
お
り
、
関
係
機

関
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

【
９
月
８
日 

午
後
１
時
15
分
か
ら
開
催
】

安八スマートインターチェンジ建設工事現場（H29.9.21現在）

特
別
委
員
会
審
査
報
告

【
９
月
８
日 

午
後
１
時
55
分
か
ら
開
催
】
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安八スマートインターチェンジ建設工事現場（H29.9.21現在）主
な
質
問
と
回
答

特
定
教
育
・
保
育
施
設
お
よ
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
改
正

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

●
緊
急
通
報
用
電
話
機
購
入　
　
　

32
万
円

●
児
童
発
達
支
援
利
用
者
負
担
助
成
金　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
４
２
万
円

●
後
期
高
齢
者
医
療
負
担
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
６
５
２
万
円

平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
２
号
）

●
制
度
関
係
事
務
準
備
事
業
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
４
６
万
円

平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
１
９
万
円

平
成
28
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

決
算
の
認
定

平
成
28
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

決
算
の
認
定

※
審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り

　

承
認
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
審
査
報
告

【
９
月
12
日 

午
前
11
時
か
ら
開
催
】

民
生
文
教

主

な

審

査

項

目

【
保
育
園
の
運
営
基
準
】

Ｑ　

条
例
改
正
の
内
容
は
？

福
祉
課
長　

保
護
者
か
ら
の
入
園
申

込
み
に
基
づ
き
町
か
ら
交
付
す
る
入

園
決
定
通
知
（
支
給
認
定
証
）
の
交

付
が
任
意
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

支
給
認
定
証
を
交
付
し
な
い
場
合

に
は
、
認
定
期
間
・
保
育
時
間
な
ど

の
必
要
事
項
を
保
育
料
決
定
通
知
書

（
利
用
契
約
決
定
通
知
書
）
に
記
載

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ

の
内
容
を
条
例
に
追
加
し
ま
す
。

完成した洋式トイレとエアコン設備（結小学校）

【
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
】

Ｑ　

利
用
実
績
と
啓
発
活
動
は
？

福
祉
課
長　

実
績
と
し
て
40
件
ほ
ど

あ
り
ま
し
た
。
啓
発
活
動
は
、
各
種

検
診
時
に
行
っ
て
い
ま
す
。

【
成
人
保
健
事
業
】

Ｑ　

成
人
保
健
事
業
の
中
の
、
が
ん

検
診
事
業
の
実
績
は
？

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

昨
年
度
、
各

種
が
ん
検
診
の
結
果
、
胃
が
ん
４
人
、

大
腸
が
ん
３
人
、
乳
が
ん
４
人
、
前

立
腺
が
ん
６
人
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

【
小
中
学
校
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
】

Ｑ　

保
守
点
検
の
実
施
回
数
は
？

学
校
教
育
課
長　

毎
月
点
検
す
る
項

目
と
、
年
に
１
回
の
法
定
点
検
が
あ

り
ま
す
。
児
童
・
生
徒
等
の
命
を
預

か
る
乗
り
物
で
す
か
ら
、
法
に
沿
っ

た
点
検
を
厳
守
し
て
い
ま
す
。

【
ク
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
】

Ｑ　

実
施
方
法
は
？

住
民
環
境
課
長
補
佐　

平
成
26
年
度

か
ら
始
ま
り
、
毎
週
月
曜
日
９
時
か

ら
２
時
間
程
度
、
町
内
を
３
班
に
分

け
て
、
２
人
１
組
で
生
活
道
路
を
中

心
に
清
掃
し
て
い
ま
す
。

【
地
域
自
殺
対
策
強
化
事
業
】

Ｑ　

事
業
内
容
は
？

保
健
セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐　

保
健
セ

ン
タ
ー
に
、
専
門
の
「
こ
こ
ろ
の
相

談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
設
置
し
て
、

平
日
に
電
話
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
月
１
回
予
約
制
で
、
臨
床
心

理
士
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
相
談
日
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ANPACHI
安八町  議会定例会
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主
な
質
問
と
回
答

【
訴
え
の
提
起
・
提
案
説
明
要
旨
】

町
長　

長
良
川
株
式
会
社（
以
下「
会

社
」
と
い
う
）
が
経
営
す
る
安
八
カ

ン
ト
リ
ー
ゴ
ル
フ
場
は
、
昭
和
40
年

代
に
、
当
町
が
主
体
と
な
っ
て
開
発

さ
れ
、
土
地
の
賃
貸
借
契
約
が
昭
和

48
年
か
ら
始
ま
り
、
昭
和
54
年
に
営

業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賃
貸
借
契
約
は
、
地
権
者
か

ら
の
申
し
入
れ
で
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
、
地
権
者
と
会
社
と
の
直
接

契
約
で
は
な
く
、
当
町
が
地
権
者
か

ら
借
受
け
、
そ
れ
を
会
社
に
又
貸
し

す
る
、
３
者
契
約
の
形
態
が
と
ら
れ

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
交

わ
し
た
賃
貸
借
契
約
は
、
本
年
５
月

31
日
を
も
っ
て
期
間
満
了
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
最
終
契
約
期
間
中
に
、

会
社
よ
り
二
度
に
わ
た
り
、
大
幅
な

賃
料
の
減
額
が
申
し
立
て
さ
れ
、
裁

判
所
の
調
停
の
場
で
協
議
を
し
て
き

ま
し
た
。
短
期
間
か
つ
大
幅
な
賃
料

の
値
下
げ
や
、
会
社
経
営
の
不
明
朗

さ
な
ど
に
よ
り
、
地
権
者
か
ら
信
用

失
墜
に
基
づ
く
、
賃
貸
借
更
新
拒
絶

の
強
い
意
思
表
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
当
町
は
、

会
社
と
の
契
約
更
新
は
無
理
と
判
断

し
、
最
終
的
に
こ
の
問
題
は
司
法
の

手
に
委
ね
、
そ
の
中
で
解
決
す
る
し

か
な
い
と
判
断
し
、
本
訴
訟
を
提
起

す
る
も
の
で
す
。

長
良
川
株
式
会
社
に
対
す
る
土
地
（
ゴ
ル
フ

場
）
の
明
渡
し
を
求
め
る
訴
え
の
提
起

空
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
制
定

個
人
情
報
保
護
条
例
の
改
正

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

●
訴
訟
費
用　
　
　
　
　
　
　

２
３
１
万
円

●
地
区
集
会
所
改
修
工
事
費　
　
　

57
万
円

●
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
５
９
万
円

●
道
路
維
持
経
費　
　
　
　

１
９
２
万
円
減

●
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
事
業　

30
万
円

●
営
農
組
織
支
援
推
進
事
業　
　
　

99
万
円

平
成
28
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

平
成
28
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

平
成
28
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

決
算
の
認
定

（
追
加
上
程
）

道
路
整
備
事
業
に
係
る
補
助
率
等
の
嵩か
さ

上
げ

措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

※
審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り

　

承
認
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
審
査
報
告

【
９
月
13
日 

午
前
10
時
か
ら
開
催
】

総
務
産
建

主

な

審

査

項

目

【
訴
訟
提
起
】

Ｑ　

森
部
・
大
森
地
区
の
ゴ
ル
フ
場

地
権
者
１
２
１
人
は
再
更
新
は
し
な

い
意
思
表
示
を
し
、
貸
し
た
く
な
い

と
い
う
前
提
の
も
と
に
、
町
長
は
今

回
の
訴
訟
提
起
を
決
断
さ
れ
た
と
思

い
ま
す
。
今
後
の
裁
判
の
過
程
で
、

い
ろ
い
ろ
な
案
件
等
が
出
て
く
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
和

解
、
本
件
訴
訟
の
不
提
起
、
本
件
訴

訟
の
取
下
げ
等
が
あ
り
ま
す
が
、
次

の
３
点
を
質
問
し
ま
す
。

①
賃
料
さ
え
合
え
ば
、
和
解
す
る
の

で
す
か
。

②
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
末
永
く
活
用
す

る
た
め
に
裁
判
を
行
う
と
説
明
さ
れ

ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
末

永
く
当
町
が
活
用
で
き
る
の
で
す
か
。

③
訴
訟
費
用
だ
け
が
、
今
回
の
補
正

予
算
で
計
上
し
て
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
以
外
の
費
用
に
つ
い
て
、
一
般
会

計
で
支
出
す
る
の
で
す
か
。

町
長　

①
地
権
者
の
方
々
の
意
向
は
、

賃
料
の
問
題
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

長
良
川
㈱
や
そ
の
社
長
に
対
す
る
不

信
感
が
非
常
に
根
強
く
、
44
年
間
の

中
で
積
み
重
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
裁
判
の
中
で
、
ど
の
よ

う
に
動
い
て
い
く
の
か
は
、
現
段
階

で
は
推
定
で
き
ま
せ
ん
。

②
未
使
用
地
は
原
状
に
復
し
、
明
渡

し
を
、
コ
ー
ス
は
こ
れ
ま
で
通
り

コ
ー
ス
と
し
て
、
今
後
と
も
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

③
一
般
会
計
か
ら
賃
料
を
補
て
ん
す

る
こ
と
は
一
切
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
ど
う
い
う
費
用
が
新
た
に
発

生
す
る
か
は
読
め
ま
せ
ん
が
、
最
小

限
に
抑
え
、
そ
の
つ
ど
議
会
の
皆
さ

ん
と
協
議
し
ま
す
。
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経年劣化により操作盤等を新しくします（安八浄化センター）

ANPACHI
安八町  議会定例会

【
空
家
等
の
適
正
管
理
】

Ｑ　

空
家
等
を
取
壊
し
更さ

ら

地ち

に
す
る

と
、
土
地
の
固
定
資
産
税
が
上
が
る

の
で
す
か
。

総
務
課
長　

上
が
り
ま
す
。
勧
告
を

し
た
段
階
で
、
建
物
が
建
っ
て
い
て

も
、
更
地
同
様
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

【
空
家
等
の
発
生
予
防
】

Ｑ　

空
家
等
の
発
生
の
予
防
は
？

総
務
課
長　

広
報
活
動
、
相
談
窓
口

の
開
設
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の
普
及
等
、

次
に
貸
出
し
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、

資
金
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
を
検

討
し
ま
す
。

【
橋

き
ょ
う

梁り
ょ
う

業
務
点
検
】

Ｑ　

点
検
方
法
と
結
果
は
？

建
設
課
長
兼
Ｓ
Ｉ
Ｃ
建
設
推
進
室
長

　

町
内
の
橋
梁
を
５
年
か
け
て
、
約

50
橋
ず
つ
点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

点
検
の
結
果
、
数
箇
所
の
橋
梁
で
不

具
合
が
見
つ
か
り
、
今
年
度
５
箇
所

ほ
ど
修
繕
を
行
い
ま
す
。

【
地
方
創
生
事
業
】

Ｑ　

ス
マ
ー
ト
IC
を
活
用
し
た
次
世

代
産
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
、

立
地
希
望
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行
わ

れ
た
結
果
は
？

企
画
調
整
課
長　

25
社
が
事
業
の
拡

大
、
立
地
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
今

後
の
ス
マ
ー
ト
IC
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し

ま
す
。

【
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
】

Ｑ　

昨
年
度
、
町
内
全
域
で
１
０
２

４
灯
の
防
犯
灯
が
リ
ー
ス
に
よ
り
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
や
県
か

ら
の
補
助
金
は
あ
り
ま
す
か
。

総
務
課
長　

国
か
ら
の
補
助
が
あ
り

ま
す
が
、
補
助
を
受
け
る
の
は
リ
ー

ス
会
社
で
す
。

【
病
害
虫
等
防
除
対
策
事
業
】

Ｑ　

１
回
目
と
２
回
目
の
水
稲

の
薬
剤
散
布
面
積
の
違
い
は
？

産
業
振
興
課
長　

飼
料
用
米
は
、

１
回
の
防
除
で
終
了
す
る
た
め

で
す
。

【
上
水
道
の
経
営
状
況
】

Ｑ　

上
水
道
の
漏
水
率
は
？

建
設
課
主
幹　

漏
水
率
ま
で
は
調
査

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
配
水
場
か
ら
配

水
し
た
水
量
に
対
し
て
、
水
道
料
金

と
な
っ
た
有
収
率
は
、
今
年
３
月
末

現
在
で
76
・
59
％
で
す
。
公
園
等
で

使
用
す
る
水
量
は
、
水
道
料
金
の
支

払
い
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
下
水
道
の
加
入
】

Ｑ　

下
水
道
の
加
入
率
と
、
今
後
の

加
入
見
通
し
は
？

建
設
課
主
幹　

今
年
３
月
末
現
在
で

81
・
6
％
で
す
。
今
後
10
年
以
内
で

90
％
を
目
指
し
ま
す
。
加
入
に
あ

た
っ
て
の
啓
発
活
動
は
、
文
書
等
で

行
っ
て
い
ま
す
。
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大
おおひら

平	文
ふみ

雄
お

　

		　

平
成
27
年
５
月
26

日
「
空
家
対
策
特

別
措
置
法
」
（
以
下
「
特

措
法
」
と
い
う
）
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
特
措
法
は
、
倒
壊

の
恐
れ
や
景
観
を
著
し
く

損
な
う
空
家
を
「
特
定
空

家
」
と
定
義
付
け
、
市
町

村
の
空
家
対
策
に
法
的
根

拠
を
与
え
た
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
空
家
対
策
は

今
後
増
加
の
一
途
を
た
ど

り
、
空
家
に
対
し
て
早
急

質
問

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

「
空
家
問
題
」
解
消
の

　
　

抜
本
的
な
施
策
は
？

空
家
等
の
適
正
管
理
条
例

に
基
づ
き
推
進
し
ま
す

[

総
務
課
長]

今後、空家等の適正管理が求められます

な
施
策
を
講
じ
る
こ
と
は

喫き
っ

緊き
ん

の
課
題
で
す
。

　
課
題
の
解
消
の
た
め
に

は
、

①
特
措
法
施
行
を
契
機
に

「
空
家
増
税
」
が
空
家
放

置
の
抑
止
力
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

②
空
家
売
買
の
市
町
村
介

入
が
で
き
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
来
年
の
通
常
国

会
で
、
都
市
再
生
特
別
措

置
法
を
一
部
改
正
し
新
制

度
を
設
け
る
予
定
で
す
。

　
現
状
の
空
家
問
題
の
解

消
策
に
つ
い
て
は
、
①
②

と
考
え
て
み
ま
し
た
が
、

何
よ
り
も
早
急
に
政
府
の

方
針
・
方
向
性
に
沿
っ
て

問
題
の
解
決
に
向
け
て
、

当
町
も
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

現
時
点
に
お
け
る
「
空

家
問
題
」
の
解
消
に
向
け

た
施
策
を
総
務
課
長
に
伺

い
ま
す
。

　

		　

空
家
対
策
特
措
法

の
施
行
に
伴
い
、

平
成
27
年
度
に
空
家
の
実

態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
調
査
で
空
家
等
の
可

能
性
が
高
い
と
判
断
し
た

箇
所
数
は
１
７
１
件
、
建

物
棟
数
は
２
４
４
棟
で
し

た
。

　

今
年
度
、
３
つ
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
空
家
相
談
会
を
８
月
に

第
１
回
と
し
て
実
施
し
ま

し
た
。
今
後
も
相
談
会
を

定
期
的
に
開
催
し
個
々
の

生
の
情
報
を
得
る
こ
と
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

②
空
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
を
今
９
月
議

会
に
上
程
し
ま
し
た
。

　

管
理
が
不
全
な
特
定
空

家
等
に
対
し
て
は
、
助
言

ま
た
は
指
導
、
勧
告
、
命

令
、
代
執
行
等
、
町
が
行

う
措
置
の
手
順
を
定
め
、

特
定
空
家
等
の
除
去
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

③
空
家
等
対
策
計
画
に
基

づ
い
た
具
体
的
な
施
策
を

空
家
対
策
協
議
会
で
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

発
生
し
た
空
家
等
の
売

却
や
貸
し
出
し
と
い
っ
た

利
活
用
に
つ
い
て
は
、
空

家
バ
ン
ク
の
設
置
が
必
要

で
す
。
し
か
し
、
既
に
実

施
し
て
い
る
市
町
村
に
お

い
て
空
家
等
の
解
消
に
つ

な
が
っ
て
い
な
い
の
が
実

情
の
よ
う
で
す
。

　

今
後
、
国
や
県
か
ら
新

た
な
施
策
が
展
開
さ
れ
る

上
で
の
基
礎
資
料
と
な
る

も
の
と
考
え
ま
す
の
で
、

空
家
バ
ン
ク
の
設
置
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

回
答

A N P A C H I

一 般 質 問
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[

総
務
課
長]

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

　
　
　

完
成
は
い
つ
に
？

「
人
の
命
が
一
番
」
を

　

念
頭
に
取
り
組
み
ま
す

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

　
　
　

完
成
は
い
つ
に
？

「
人
の
命
が
一
番
」
を

　

念
頭
に
取
り
組
み
ま
す

[

総
務
課
長]

ここが聞きたい

	　
			

９
月
は
防
災
月
間

で
す
。

　

昭
和
51
年
９
月
12
日
は

長
良
川
の
堤
防
が
決
壊
し
、

当
町
全
域
が
水
浸
し
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
41
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
41
年
前
よ
り
現
在

は
、
地
球
温
暖
化
が
進
み
、

ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
呼
ば
れ
る

短
時
間
に
強
烈
な
雨
が
降

り
、
各
地
で
大
き
な
被
害

が
そ
の
た
び
に
起
き
て
い

質
問

９.１２安八水害（役場南付近）

ま
す
。
こ
の
状
態
は
も
う

特
別
な
こ
と
で
は
な
く
常

態
化
し
て
い
て
、
そ
れ
に

対
応
す
る
の
が
常
識
化
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
・
県
・
自

治
体
で
は
少
し
で
も
人
命

や
社
会
経
済
的
な
被
害
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
（
防
災
行
動
計

画
）
の
策
定
を
急
い
で
い

ま
す
。
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と

は
、
災
害
時
に
住
民
が
ど

ん
な
行
動
を
と
っ
た
ら
よ

い
の
か
を
、
災
害
前
に
災

害
を
想
定
し
、
「
い
つ
」

「
誰
が
」
「
何
を
す
る
の

か
」
を
整
理
し
た
計
画
表

を
い
い
ま
す
。

　

作
成
に
は
手
間
、
時
間

の
か
か
る
作
業
だ
と
は
十

分
理
解
し
て
い
ま
す
。
当

町
も
９
・
12
水
害
を
経
験

し
て
い
ま
す
。
水
害
対
応

の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
特
化

し
た
河
川
別
、
地
域
別
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
が
望
ま
れ

ま
す
。
町
民
の
生
命
、
財

産
を
守
る
町
の
使
命
を
十

分
理
解
し
、
担
当
課
・
防

災
担
当
者
等
が
中
心
に
な

り
、
関
係
機
関
と
連
携
を

と
り
、
早
急
の
完
成
を
切

望
す
る
も
の
で
す
。

	　
　

	

国
土
交
通
省
は
国

が
管
理
す
る
河
川

を
対
象
に
、
水
位
や
雨
量

等
に
応
じ
て
と
る
べ
き
行

動
、
避
難
勧
告
等
の
発
令

に
着
目
し
、
時
系
列
で
整

理
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を

平
成
32
年
度
ま
で
に
当
町

を
含
む
全
国
７
３
０
市
区

町
村
に
策
定
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

現
在
、
町
が
定
め
た
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
は
揖
斐
川
、

長
良
川
に
関
す
る
台
風
の

接
近
、
上
陸
に
伴
う
洪
水

を
対
象
と
し
た
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
で
す
。

　

今
後
は
、
さ
ら
に
河
川

別
、
地
域
別
の
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
や
台
風
、
豪
雨
等
、

災
害
の
種
類
や
災
害
の
規

模
別
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
も

必
要
と
考
え
ま
す
。
「
人

の
命
が
一
番
」
を
基
本
に
、

回
答

①
防
災
機
関
、
地
域
、
住

民
が
一
体
と
な
っ
た
防
災
、

減
災
対
応
が
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り

②
防
災
関
係
機
関
の
詳
細

な
情
報
共
有
が
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り

③
自
助
、
共
助
の
連
携
が

強
固
な
地
域
づ
く
り

④
災
害
に
即
応
で
き
る
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し

な
ど
、
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
よ
り
有
効
な
も
の
に

す
る
に
は
、
１
人
で
も
多

く
の
町
民
が
理
解
、
協
働

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

当
町
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

の
策
定
に
は
、
多
く
の
課

題
が
あ
り
ま
す
が
、
「
人

の
命
が
一
番
」
を
念
頭
に
、

町
全
体
で
減
災
行
動
が
で

き
る
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

岩
いわ

田
た

	讓
じょうじ

治

回
答

A N S W E R
質
問

Q U E S T I O N

ここが聞きたい
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質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

長寿を保つ食事が楽しみです

西
にしまつ

松	幸
さち

子
こ

A N P A C H I

一 般 質 問

	　
　

平
成
28
年
日
本
人

の
平
均
寿
命
は
、

女
性
が
87
・
14
歳
、
男
性

が
80
・
98
歳
と
な
り
、
い

ず
れ
も
過
去
最
高
を
更
新

し
ま
し
た
。
当
町
で
も
農

作
業
を
し
、
趣
味
を
楽
し

み
、
元
気
な
高
齢
者
が
大

勢
お
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
最
近
、
高
齢
者

の
低
栄
養
が
問
題
視
さ
れ
、

タ
ン
パ
ク
質
を
積
極
的
に

摂と

る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
食
生
活

の
偏
り
か
ら
「
亜
鉛
欠
乏

症
」
に
な
る
人
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
亜
鉛
欠

乏
症
に
な
る
と
、
味
覚
障

が
い
や
口
内
炎
、
皮
膚
炎
、

貧
血
な
ど
の
症
状
が
出
ま

す
。
子
ど
も
の
場
合
、
発

達
障
が
い
の
発
症
と
関
連

質
問

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
更
年
期
症
状
、

ガ
ン
予
防
に
有
効
な
「
エ

ク
オ
ー
ル
」
は
、
大
豆
イ

ソ
フ
ラ
ボ
ン
の
一
つ
「
ダ

イ
ゼ
イ
ン
」
と
い
う
物
質

が
特
定
の
腸
内
細
菌
に

よ
っ
て
変
換
さ
れ
て
で
き

ま
す
。
エ
ク
オ
ー
ル
の
健

康
効
果
は
、
豆
乳
で
コ
ッ

プ
１
杯
、
納
豆
で
１
パ
ッ

ク
、
豆
腐
で
３
分
の
２
丁

に
相
当
し
ま
す
。

　

当
町
の
保
健
セ
ン
タ
ー

で
は
、
す
で
に
減
塩
、
メ

タ
ボ
等
に
対
す
る
取
り
組

み
は
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め

に
、
低
栄
養
の
方
へ
の
指

導
も
取
り
組
ん
で
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

長
寿
社
会
の
現
在
、
食

生
活
の
改
善
こ
そ
が
一
番

大
事
な
問
題
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
栄
養
料
理
講
習
を

実
施
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

		　

		

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

開
催
時
に
、
１
週

間
の
食
事
内
容
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
を
使
用
し
た
食
生

活
に
つ
い
て
、
講
義
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め
、
長

寿
食
の
コ
ツ
も
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

広
報
紙
に
は
、
予
防
レ
シ

ピ
や
健
康
管
理
の
大
切
さ

の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

回
答

定
住
化
施
策
と
と
も
に
総
合
的

に
考
え
て
検
討
し
ま
す

「
医
療
費
助
成
」
を
高
校
生
世
代

ま
で
拡
大
す
べ
き

［
福
祉
課
長
］

	　
　

昨
年
12
月
の
定
例

会
で
、
私
は
「
少

子
化
対
策
」
の
重
要
な
政

策
で
あ
る
「
医
療
費
助

成
」
を
高
校
生
世
代
ま
で

拡
大
す
べ
き
と
要
請
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
「
前

向
き
に
検
討
す
る
」
と
答

弁
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ま

だ
に
実
現
し
て
い
な
い
こ

と
は
、
極
め
て
遺
憾
だ
と

考
え
ま
す
。

　

今
日
の
町
の
人
口
減
少

問
題
や
、
少
子
化
問
題
を

打
開
す
る
に
は
、
若
い
世

代
に
「
住
み
た
い
」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
町
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
改

め
て
強
く
要
請
し
ま
す
。

		　

		

子
育
て
支
援
策
は
、

町
の
重
要
な
施
策

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

現
在
は
、
低
年
齢
層
を

中
心
と
し
た
施
策
に
重
点

を
置
き
、
保
育
料
の
町
独

自
の
軽
減
措
置
や
出
産
祝

い
金
、
給
食
費
助
成
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
エ
ア
コ
ン
設
置
等
の

改
修
事
業
、
認
定
こ
ど
も

園
化
へ
の
移
行
経
費
、
保

育
園
の
統
廃
合
に
優
先
的

に
予
算
配
分
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
定
住
化
施

策
と
と
も
に
総
合
的
に
考

え
て
検
討
し
ま
す
。

質
問

回
答

質
問

Q U E S T I O N

回
答

A N S W E R

病気予防は食生活の改善から
　　　　　元気でいきいき暮らす町へ！！

ふれあいサロン等で
　さらに長寿食のコツを提案します

［福祉課長］
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～ 議会報告会 質疑応答 ～ その１

　
　

		

平
成
20
年
を
境
に
、

我
が
国
の
人
口
は

減
少
時
代
に
入
り
、
各
自

治
体
と
も
、
住
民
の
流
出

防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
ス

マ
ー
ト
IC
の
完
成
を
機
に

企
業
の
呼
び
込
み
、
道
路

の
整
備
等
、
多
く
の
施
策

を
講
じ
て
い
ま
す
。
人
口

流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る

努
力
を
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
理
解
し
て
い
ま
す
が
、

当
町
の
総
人
口
は
最
近
の

10
年
間
で
５
１
１
人
減
、

住
民
の
高
齢
化
率
は
10
％

近
く
の
伸
び
を
示
し
て
い

ま
す
。
半
面
、
成
熟
層
は

８
・
３
％
落
ち
込
み
、
町

税
（
自
主
財
源
）
の
減
少

に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
歳
入
の

見
込
み
が
期
待
で
き
な
い

現
状
で
は
、
歳
出
を
見
直

し
、
次
世
代
に
負
担
を
か

け
な
い
対
策
を
考
え
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
医
療
費
、
介

護
費
、
年
金
等
社
会
福
祉

費
の
増
大
も
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
歳
出

の
大
き
い
安
八
温
泉
の
現

状
と
、
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

安
八
温
泉
へ
の
入
館
者

数
は
、
年
間
約
24
万
人
で

推
移
し
て
お
り
、
近
隣
の

日
帰
り
温
泉
と
同
じ
よ
う

な
数
字
で
す
。

　

近
隣
の
温
泉
と
比
べ
て
、

大
き
く
違
う
の
は
収
支
の

バ
ラ
ン
ス
で
す
。
安
八
温

泉
は
も
と
も
と
福
祉
目
的

の
施
設
で
あ
り
、
入
館
料

も
低
く
設
定
さ
れ
、
そ
の

た
め
一
般
会
計
か
ら
の
補

て
ん
に
多
く
の
お
金
が
充

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
継
続
的
に
運
用

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
補
て

ん
分
の
見
直
し
を
推
し
進

め
て
、
福
祉
目
的
の
住
民

の
憩
い
の
場
の
確
保
と
同

時
に
、
健
全
な
運
用
方
法

が
必
要
で
す
。

　

併あ
わ
せ
て
、
施
設
も
28
年

が
経
過
し
て
老
朽
化
も
心

配
で
す
。
施
設
の
抜
本
的

な
見
直
し
を
含
め
て
、
安

心
で
安
全
な
施
設
と
し
て

運
営
で
き
る
よ
う
、
思
い

切
っ
た
改
革
が
必
要
だ
と

考
え
ま
す
。
安
八
温
泉
の

今
後
の
運
営
方
法
に
つ
い

て
、
町
の
考
え
方
は
？

		　

		
安
八
温
泉
は
、
多

く
の
人
が
憩
い
、

集
う
施
設
で
す
。
施
設
も

28
年
が
経
過
し
、
老
朽
化

も
進
ん
で
い
ま
す
。
施
設

の
目
的
は
、
福
祉
、
健
康

増
進
と
な
っ
て
お
り
、
健

康
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
も
併

設
し
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

テ
ニ
ス
な
ど
に
も
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

入
館
料
は
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
際
に
見
直
し
、
経
費

の
削
減
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
が
、
い
ま
だ
多
額

の
町
費
が
充
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
、
ス
マ
ー
ト
IC

の
完
成
や
バ
ス
路
線
の
開

通
に
よ
り
、
町
内
外
の
利

用
を
さ
ら
に
推
し
進
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
施

設
の
充
実
、
拡
充
ま
た
は
、

当
町
の
名
所
、
賑
わ
い
の

拠
点
と
し
て
整
備
し
て
い

き
ま
す
。

　

し
か
し
、
施
設
の
老
朽

化
を
は
じ
め
周
辺
の
環
境

整
備
な
ど
多
く
の
課
題
も

あ
り
ま
す
。
幅
広
い
年
代

層
に
対
応
し
た
新
た
な
機

能
の
導
入
な
ど
、
老
朽
化

対
策
を
含
め
抜
本
的
な
見

直
し
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
厳
し
い
時
期
で
す

が
、
優
先
順
位
を
定
め
、

計
画
的
、
効
率
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
問

回
答

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

安
八
温
泉
の

　
　
　

今
後
の
運
営
は
？

老
朽
化
対
策
を
含
め

抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要

［
副
町
長
］碓

うす

井
い

	昭
あき

夫
お

ここが聞きたい

老朽化対策を含め抜本的な見直しが求められます
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昨
年
12
月
の
説
明

で
は
、
園
児
数
と

園
舎
の
耐
震
性
か
ら
、
６

園
の
う
ち
「
ふ
た
ば
・
森

部
・
南
條
・
牧
」
を
廃
園

に
し
、
新
た
に
南
部
地
域

に
新
設
し
、
「
中
央
・

結
・
新
設
の
南
部
」
の
３

園
で
進
め
た
い
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
年
６
月
に
は
総
合
的
比

較
検
討
か
ら
新
設
を
取
り

や
め
て
、
「
牧
・
中
央
・

ふ
た
ば
・
結
」
の
４
園
案

で
進
め
る
趣
旨
を
、
８
月

に
地
区
役
員
会
に
説
明
さ

れ
ま
し
た
が
、
次
の
２
点

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
地
元
保
育
園
は
自
動
車

の
運
転
が
で
き
な
い
高
齢

者
で
も
、
徒
歩
や
自
転
車

で
、
送
迎
や
行
事
に
参
加

し
や
す
い
な
ど
利
点
も
多

く
あ
り
ま
す
。
地
域
に
密

着
し
た
町
の
施
設
で
、
防

災
訓
練
会
場
や
、
現
在
も

選
挙
の
投
票
所
に
な
っ
て

い
ま
す
。

②
６
月
の
整
備
計
画
で
は

牧
保
育
園
を
残
す
と
あ
り

ま
す
が
、
な
ぜ
耐
震
性
が

悪
い
園
舎
で
、
現
在
も
少

人
数
で
運
営
し
て
い
る
状

況
で
存
続
し
、
「
認
定
こ

ど
も
園
」
に
し
て
、
ど
の

よ
う
に
園
児
を
確
保
し
て
、

何
年
運
用
を
続
け
る
予
定

で
し
ょ
う
か
。

	　

			

①
保
育
園
が
廃
園

に
な
る
と
、
こ
れ

ま
で
の
利
便
性
が
損
な
わ

れ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

新
た
な
利
活
用
は
、
ふ
れ

あ
い
・
交
流
の
場
と
な
る

よ
う
、
地
域
の
皆
さ
ま
と

も
に
協
議
し
な
が
ら
進
め

ま
す
。

②
牧
保
育
園
の
具
体
的
な

存
続
期
間
を
提
案
す
る
こ

と
は
難
し
い
で
す
が
、
今

後
の
園
児
数
の
動
向
な
ど

も
踏
ま
え
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
「
認
定
子
ど
も
園

へ
の
移
行
」
「
保
育
園
の

統
合
」
と
も
平
成
31
年
度

か
ら
実
施
の
予
定
で
す
が
、

議
員
、
地
域
の
皆
さ
ま
と

も
さ
ら
に
協
議
を
交
え
、

最
善
の
方
向
を
導
き
出
し

ま
す
。

質
問

回
答

事業開始前の議論を十分に

保育園整備計画(案)に不安？

最善の方向を導き出します

回
答

A N S W E R 議会と十分議論できるよう努めます

質
問

Q U E S T I O N

［学校教育課長］
　

		　

町
内
の
小
中
学
校

に
も
エ
ア
コ
ン
整

備
が
完
了
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
発
端
と
な
っ
た
東

安
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設

置
を
予
算
化
す
る
時
点
で
、

町
内
の
小
中
学
校
の
エ
ア

コ
ン
設
置
の
整
備
計
画
を

十
分
議
論
し
て
お
く
べ
き

で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
結
小
学
校
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
補
助
金
が
付
い
た
か

ら
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年

の
12
月
に
補
正
予
算
を
編

成
し
ま
し
た
が
、
こ
の
件

は
、
補
正
予
算
を
申
請
す

る
前
に
、
必
要
性
や
工
事

内
容
を
周
知
し
、
議
論
さ

れ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た

か
と
思
い
ま
す
。

質
問

　

		　

平
成
28
年
度
に
、

東
安
・
登
龍
両
中

学
校
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備

し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学

校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
も
、

補
助
事
業
と
し
て
財
政
的

に
有
利
に
進
め
ら
れ
る
よ

う
に
、
計
画
年
度
を
前
倒

し
し
て
申
請
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
国
の
大
型
補
正
予

算
の
編
成
で
、
整
備
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
結
小
学
校
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
は
、
名
森

小
学
校
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
設
置
し
た
経
緯
な
ど
を

踏
ま
え
、
昨
年
度
、
国
の

補
助
事
業
と
し
て
申
請
し

た
と
こ
ろ
、
小
学
校
の
エ

ア
コ
ン
設
置
と
同
様
に
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

前
も
っ
て
整
備
計
画
等
を

提
示
し
、
議
会
で
十
分
議

論
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま

す
。

回
答

A N P A C H I

一 般 質 問

安
やす

井
い

　忠
まこと

回
答

A N S W E R

質
問

Q U E S T I O N

[副町長]全小学校にエアコン設備を整備（写真は名森小）
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ここが聞きたい

	　

			
昨
今
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ

り
方
は
、
モ
バ
イ
ル
端
末

等
の
急
速
な
普
及
に
よ
っ

て
、
お
互
い
の
顔
が
見
え

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
防
災
時
で
は
、
必
ず

自
助
、
共
助
と
い
わ
れ
ま

す
が
、
日
頃
か
ら
顔
を
合

わ
せ
た
こ
と
の
な
い
者
同

士
が
、
警
報
だ
け
で
集

ま
っ
て
共
助
が
で
き
る
で

質
問

イベントにより新しい地域コミュニティの振興を図ります

小
お

川
がわ

	文
ふみ

雄
お

し
ょ
う
か
。

　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り

が
乏
し
く
な
り
つ
つ
あ
る

今
日
、
必
要
な
こ
と
は
平へ

い

生ぜ
い

か
ら
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
が
集
ま
れ
る

仕
組
み
を
作
る
こ
と
で
、

お
互
い
が
顔
見
知
り
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
役
割
を
果
た
す
一

つ
の
手
段
が
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
町
に
は
「
ふ
れ
あ
い

祭
り
」
「
梅
ま
つ
り
」

「
さ
く
ら
祭
り
」
な
ど
あ

り
ま
す
が
、
も
っ
と
賑
や

か
で
盛
大
に
な
る
こ
と
や
、

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
を
創
設

す
る
工
夫
が
必
要
で
す
。

　

来
年
は
、
町
の
発
展
の

契
機
と
な
る
安
八
Ｓ
Ｉ
Ｃ

の
開
通
や
、
安
八
温
泉
へ

定
期
バ
ス
の
乗
り
入
れ
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
記

念
し
て
、
新
し
い
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
安

八
温
泉
で
、
今
、
全
国
的

に
熱
く
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
す
「
盆
踊
り
大
会
」
を

行
う
こ
と
は
タ
イ
ム
リ
ー

な
催
し
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

多
く
の
町
民
が
集
ま
る

イ
ベ
ン
ト
を
打
つ
こ
と
に

よ
っ
て
、
い
つ
の
間
に
か

忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
、
世
代
を
超
え
た
多

く
の
人
達
が
集
い
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
密
に

し
て
、
お
互
い
に
理
解
を

深
め
、
喜
び
を
分
か
ち
合

う
、
そ
ん
な
心
の
か
よ
っ

た
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
二

テ
ィ
を
構
築
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
心
豊

か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
ひ

い
て
は
、
私
が
活
動
目
標

に
し
て
い
る
「
笑
顔
が
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

作
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
既
存
の
イ
ベ

ン
ト
の
発
展
的
見
直
し
や
、

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
立
ち

上
げ
に
つ
い
て
の
所
見
を

伺
い
ま
す
。

									

近
年
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
希
薄
化

は
全
国
的
な
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
当
町
に
お
い
て

も
同
様
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
、
町
で
設
け
て
い

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振

興
の
た
め
の
「
ふ
れ
あ
い

活
動
助
成
金
」
の
活
用
促

進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

従
来
か
ら
の
「
さ
く
ら
祭

り
」
「
ふ
れ
あ
い
祭
り
」

「
梅
ま
つ
り
」
の
３
大
祭

り
に
は
、
町
内
外
か
ら
数

多
く
の
皆
さ
ま
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
さ
ら
に
活
気
と
賑
わ

い
を
あ
げ
る
た
め
に
、
全

体
構
想
や
運
営
方
法
、
助

成
金
の
見
直
し
な
ど
、
関

係
機
関
と
検
討
す
べ
き
だ

と
考
え
ま
す
。
安
八
温
泉

に
お
い
て
は
、
定
期
バ
ス

の
乗
り
入
れ
を
記
念
し
て

の
イ
ベ
ン
ト
も
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
、
タ
イ
ム
リ
ー

な
「
盆
踊
り
大
会
」
な
ど

が
開
催
で
き
る
よ
う
、
商

工
会
や
区
長
会
、
各
種
団

体
な
ど
と
協
議
し
ま
す
。

回
答

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
新
し
い
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
を

目
指
し
て

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
振
興

を
図
り
ま
す

［
企
画
調
整
課
長
］
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質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

西
にしまつ

松　巖
いわお

A N P A C H I

一 般 質 問

　
　

		

今
回
の
裁
判
を
大

変
心
配
し
て
い
ま

す
。
今
後
の
当
町
発
展
に

影
響
が
あ
る
の
で
は
。
念

願
だ
っ
た
ス
マ
ー
ト
IC
完

成
を
目
前
に
し
て
、
夢
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
企

業
誘
致
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
そ
ん
な
と
き
、
地
元

企
業
と
裁
判
な
ど
で
争
う

よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

い
か
な
る
困
難
な
こ
と
で

も
「
話
し
合
い
」
で
解
決

質
問

で
き
る
こ
と
を
私
は
信
じ

て
い
ま
す
。
今
回
の
裁
判

は
メ
リ
ッ
ト
が
な
く
、
失

う
も
の
が
多
過
ぎ
る
と
思

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
５
点
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ｑ　

裁
判
を
す
る
こ
と
は

当
町
に
と
っ
て
、
ま
ち
の

イ
メ
ー
ジ
は
良
く
な
る
と

思
い
ま
す
か
。

Ａ　

良
く
な
る
と
は
思
え

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
町
の

将
来
を
考
え
た
と
き
、
今

こ
こ
で
、
抜
本
的
な
解
消

が
必
要
と
考
え
提
訴
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

Ｑ　

町
と
町
民
に
メ
リ
ッ

ト
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

メ
リ
ッ
ト
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
借

地
料
１
１
１
７
万
円
が
契

約
通
り
支
払
わ
れ
な
か
っ

た
た
め
の
提
訴
で
す
。
後

世
へ
の
禍
根
を
絶
つ
こ
と

は
、
私
の
責
任
だ
と
思
い

ま
す
。

Ｑ
「
二
度
と
町
の
一
般
会

計
か
ら
の
支
払
い
は
し
な

い
」
と
い
う
議
会
と
の
約

束
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

Ａ　

こ
の
提
訴
は
、
ま
ち

づ
く
り
、
河
川
利
用
計
画

の
再
検
討
と
考
え
て
い
ま

す
。
裁
判
費
用
等
は
最
小

限
に
な
る
よ
う
、
弁
護
士

と
よ
く
相
談
を
し
進
め
て

い
き
ま
す
。

Ｑ　

先
般
の
会
議
で
、
町

顧
問
弁
護
士
が
「
最
終
的

に
は
強
制
執
行
し
ま
す
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
本

当
に
で
き
る
の
で
す
か
。

Ａ　

顧
問
弁
護
士
に
再
度

確
認
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

法
的
な
一
般
論
を
説
明
し

ま
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

Ｑ　

町
と
地
権
者
間
の
契

約
は
、
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。
今
後
ゴ
ル
フ
場
と

は
、
関
係
な
く
地
権
者
に

支
払
い
続
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ　

法
的
に
は
、
町
は
地

権
者
へ
契
約
通
り
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
町
と
地
権
者
と

の
話
し
合
い
で
、
係
争
中

の
間
は
地
代
の
支
払
い
を

猶
予
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

「
ゴ
ル
フ
場
明
渡
し
裁
判
」
は

   

話
し
合
い
で
解
決
願
い
た
い

提
訴
に
よ
り
早
期
に

　

   

解
決
し
た
い
と
思
い
ま
す

［
町
長
］

ここが聞きたい
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Ｑ．若い人たちをもっと巻き込んだ、議会報告会の開
　催を考えられませんか。また、若い人が政治に関心
　を持つような啓発活動をもっとしなければならない
　のでは？
Ａ．昨年、選挙権も１８歳に引き下げられました。当
　町だけでなく全国的な傾向で、全自治体の課題だと
　思います。議会だより、議会報告会、議会定例会の
　傍聴などで知っていただき、興味を持ってもらえる
　取り組みが必要だと思います。

Ｑ．東海・東南海・南海地震の発生が叫ばれています。災害が発生する前に、ボランティアセ
　ンターを立ち上げ、リーダーの育成を考えなければならないと思いますが。
Ａ．当町には、防災アドバイザーや防災士の資格を持った職員がいます。この人たちが中心と
　なって、具体的な取り組み等が行われることを期待しています。

Ｑ．「安八百梅園」が県の指定観光地になりませんか。県指定になれば経済効果が望めますが。
Ａ．現状をみると、規模、施設、花の時期限定などの条件が整っていないので、県指定は難し
　いと思います。

～ 議会報告会 質疑応答 ～ その２

Ｑ．空家の火災、不審者のたまり場など心配です。空家の現状と対策は？
Ａ．昨年、各区長さんに協力をいただき、町内における現状調査を行いました。調査結果はま
　とまっていますが、今後、具体的にどう進めるかは示されていませんので、執行部へお伝え
　します。

Ｑ．平成２９年度予算は身の丈にあったものですか。また、税金の滞納が約１億円もあり、　
　その対応はどうなっていますか。
Ａ．現実的に収入に見合った予算しか立てられません。また、税金の滞納者には厳しく対応す
　ると聞いています。給料等の差押えなど、公平性を保たなければなりません。

質問者へ回答する山中議長（５月１２日：結の郷）

【 空 家 対 策 】

【 予 算 編 成 等 】

【 防 災 対 策 】

【 安 八 百 梅 園 の 観 光 地 化 の 推 進 】

【 若 者 の 政 治 へ の 関 心 】
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あ
ん

ぱ
ち

 議
会

だ
よ

り
　

発
行

責
任

者
：

議
長

　
山

中
美

惠
子

　
編

集
：

議
会

だ
よ

り
編

集
委

員
会

　
〒

503-0198 岐
阜

県
安

八
郡

安
八

町
氷

取
161

「
あ

ん
ぱ

ち
 議

会
だ

よ
り

」
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

本
誌

に
個

人
の

顔
写

真
・

氏
名

な
ど

を
掲

載
す

る
場

合
に

は
あ

ら
か

じ
め

本
人

ま
た

は
保

護
者

か
ら

の
了

解
を

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。

議会に関するご意見ご要望が
ございましたら、議会事務局
までご一報ください。

紙面の都合上、全議論等を掲
載できませんので、抜粋して
います。

TEL

0584-64-5011FAX
E-mailでも受け付けています。
gikai@town.anpachi.gifu.jp

 議 会 事 務 局 直 通　　　　　　　
0584-64-4931　

住
民
参
加
企
画

西南濃町議会議員研修会
9月26日(火)、西南濃管内の町議会
議員が研修会を行いました。中部大
学国際関係学部の宗

づぉん

ティンティン講
師による「中国琵琶で語る　悠久な
日中文化交流史について」の講演を
聞きました。

中国琵琶の音色で癒された講演
（大垣フォーラムホテルにて）

［第３回定例会］
平成２８年度決算　総額９２億円を認定・・・・・・ 2

［常任委員会審査報告］
ゴルフ場明渡し裁判の見通しは？・・・・・・・・・ 6

［一般質問］７人の議員が質問
「空家問題」解消の抜本的な施策は？・・・・・・・・ 8
［町民インタビュー］

“音楽文化の創造に奔走中”　 岡
おか

田
だ

  如
こと

実
み

   さん・・・・・ 16

◆◆◆  編  集  後  記  ◆◆◆
　稲の取り入れもほぼ終わり、
ホッとしているひととき、運動
会、祭り、選挙と活動的な初秋
も終わり、少しもの寂しさと、
心静かな落ち着いた晩秋へと。
　読書などいかがでしょうか、
議会だよりもよろしくお願いし
ます。

（岩田   讓治）

　菰
こも

野
の

町議会だよりの
　編集方法を研修

より親しまれる議会だよりを目指して
（三重県菰野町役場にて）

題字：宮地 みずほ さん（P.16参照）

　

岡
田
さ
ん
は
、
恵
那
市
山

岡
町
の
出
身
で
、
結
婚
を
さ

れ
安
八
町
へ
。
当
町
の
ふ
れ

あ
い
祭
り
、
登
龍
中
学
校
文

化
祭
の
第
九
合
唱
で
は
、
大

変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
― 

音
楽
を
目
指
さ
れ
た

き
っ
か
け
は
？

岡
田
さ
ん　

小
学
校
の
頃
か

ら
ピ
ア
ノ
を
習
い
、
大
好
き

な
声
楽
を
音
楽
大
学
で
学
び
、

歌
っ
て
い
る
う
ち
に
、
合
唱

の
指
揮
も
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

―
― 

今
は
ど
の
よ
う
な
活

動
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

岡
田
さ
ん　

両
親
の
介
護
も

あ
り
、
週
の
半
分
ほ
ど
は
恵

那
市
に
い
て
、
高
校
の
合
唱

部
、
一
般
合
唱
団
の
ヴ
ォ
イ

ス
ト
レ
ー
ナ
ー
や
、
恵
那
市
、

東
濃
地
方
の
合
唱
祭
の
講
師

等
を
務
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

の
音
楽
家
・
恵
那
地
方
の
音

楽
家
と
コ
ン
サ
ー
ト
や
ジ
ャ

ズ
・
ラ
イ
ブ
な
ど
開
催
し
て

い
ま
す
。
イ
タ
リ
ア
か
ら
一

流
の
演
奏
者
を
お
呼
び
し
て

コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
し
て
い

ま
す
。
次
回
は
11
月
で
す
。

　

今
年
６
月
に
は
、
熊
本
地

震
の
被
災
地
を
支
援
す
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
、

多
く
の
同
級
生
や
友
人
、
恵

那
市
・
中
津
川
市
の
協
力
を

得
て
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

イ
タ
リ
ア
の
超
有
名
な
ピ
ア

ニ
ス
ト
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・

ア
レ
ヴ
ィ
氏
の
協
力
も
あ
り

大
成
功
で
し
た
。
ま
た
、
私

が
教
え
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の

中
に
、
安
八
町
の
歴
史
あ
る

「
コ
ー
ラ
ス
ア
ン
ダ
ン
テ
」

が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
か
ら

ご
縁
が
で
き
た
「
ジ
ュ
ニ
ア

合
唱
団
」
と
一
緒
に
、
安
八

ふ
れ
あ
い
祭
り
２
０
１
７
に

出
演
予
定
で
、
楽
し
ん
で
演

奏
し
た
い
で
す
。

―
― 

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と

な
る
と
、
課
題
も
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

岡
田
さ
ん　

友
人
達
が
企
画

か
ら
Ｐ
Ｒ
活
動
、
金
銭
面
、

集
客
な
ど
一
生
懸
命
支
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
す
。

―
― 

今
後
の
活
動
予
定

は
？

岡
田
さ
ん　

今
後
も
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
続
け
て

い
き
た
い
で
す
ね
。
私
の
経

験
が
、
安
八
町
の
音
楽
文
化

の
発
展
や
土
壌
づ
く
り
に
役

に
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
嬉

し
い
で
す
。
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表紙の題字「あんぱち」は

東安中２年 宮
み や

地
ち

 みずほ さん
の作品です

7月26日(水)、当町編集委員が三重
県菰野町議会を訪問し、研修を受け
ました。

［森部地区］

議会の傍聴にお越しください。
次回の議会定例会は１２月です。日程は、
安八町広報紙、広報無線でお知らせします。

岡
お か

田
だ

 如
こ と

実
み

さん

熊本支援チャリティコンサートで
　　　  歌われる岡田さん

生まれ育った恵那市で、市民・行政とともに、
熊本支援チャリティコンサートなどを大成
功に導いた岡田さんにお話を聞きました。
　　　　　　　　　　　　　（１０月７日）

聞き手／岩田　讓治 
西松　幸子 

声楽家・合唱指揮者・
　　　　ヴォイストレーナーに大活躍
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